
温経散寒
漢方の中でもしもやけや手足のつらい冷えを温めたいときによく処方される当帰四逆加呉茱萸生姜湯
（トウキシギャクカゴシュユショウキョウトウ）。当帰・芍薬・甘草・大棗で血を補いつつ、桂皮・
細辛でからだの外側を、呉茱萸・生姜でお腹の中を温めます。そしてさらに木通が寒さによって停滞
した気の流れを回復します。このように当帰四逆加呉茱萸生姜湯は、単に温めているだけでなく、
「冷え」に対する治療を通じて気・血・水のバランスを整え、からだを本来の姿にもどそうと働きま
す。冬の寒さにストレスが加わり、お腹や頭、腰が痛い・・・。そんな時にも温める治療は有効です。
西洋薬にはない「温める」力、一度試してみてはいかがでしょうか。



毎週火曜日 13:30 ～ 17:00

※治療にはエキス剤（粉ぐすり）を使用します。煎じ薬の処方はありません。
※漢方専門医：日本東洋医学会専門医制度参照

場 所：JCHO東京山手メディカルセンター 外科外来

担当：漢方専門医 田中純哉
漢方外来 ～痛みとこころの

漢方クリニック～

予約：03-3364-0251 （代表 外科外来へ）

・疲れやすい
・風邪をひきやすい、体調を崩しやすい
・冷え症、しもやけ
・胃もたれしやすい、食欲がない
・月経痛、月経前症候群、女性更年期障害
・夜間頻尿、体力低下、男性更年期障害
・慢性頭痛
・肩こり、腰痛、関節痛
・自覚症状としての痛みや凝り

・便秘しやすい、下痢しやすい
・にきび、湿疹、蕁麻疹、アトピー性皮膚炎
・めまい、ふらつき
・慢性鼻炎、アレルギー性鼻炎
・自律神経失調症
・癌、慢性疾患などで体力、

免疫力が低下した状態
・各種検査で異常がないのに、つらい症状がある
・西洋医学の治療では効果が実感できない

【漢方治療が得意とする症状】

手足が冷えて疲れやすい、雨が降ると頭が痛いし肩が凝る、いつも便秘
でお腹が苦しい、からだの節々が痛いし眠れない。。そんなつらい慢性
症状に漢方治療は効果的です。
漢方は、気・血・水のバランスを整える、緊張を緩める、不足を補うな
ど様々な方向から病態を診断し治療にあたります（随証治療）。
西洋薬にはない漢方薬の特徴として「温める」作用があります。冷え症
の改善はもちろんお腹の調子の改善や、頭痛や腰痛の改善も期待できま
す。一方、意外と知られていない作用が、気持ちを安定させる作用。自
律神経に作用し、不安や緊張を和らげ、睡眠状態の改善も期待できます。
ストレスを抱えがちな現代人にもあった体調管理と言えるでしょう。
西洋薬と併せた内服も可能です。併用※による相乗効果の他、西洋薬が
減薬できるメリットも。
漢方は自然のサプリメント。患者さんの体質（証）に合わせ漢方薬を選
択しますが、患者さんの「あってる気がする・・」という感覚をとても
大事にします。患者さんも治療に参加できる、それが漢方治療の一番の
特徴かもしれません。

※一部併用に注意が必要です。他科での処方を確認させていただきます。
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